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『 脳と人工知能をつないだら、人間の能力はどこまで拡張できるのか 』 紺野大地【著】 
 
頭に思い浮かべたことを、ＡＩがあっという間に文章にしてくれる。睡眠を司る脳領域を刺激
して、一瞬で深い眠りについたり目覚めたりできる。食欲を司る脳領域を刺激して、苦労せず
にダイエットできる。脳の健康状態をＡＩがチェックして、うつになる前にメンテナンスして
くれる。集中力が途切れたら、ＡＩがすかさず察知して脳の“やる気スイッチ”を刺激してく
れる。アインシュタインなど過去の偉人の“脳”を借りられる。コンピュータ上に自分の脳を
再現できる…ＳＦではありません。これは、科学者たちが真剣に見据える近未来なのです。 
 

 
『 破船 』                            吉村昭【著】 

二冬続きの船の訪れに、村じゅうが沸いた。しかし、積荷はほとんどなく、中の者たちはすべて
死に絶えていた。骸（むくろ）が着けていた揃いの赤い服を分配した後まもなく、村を恐ろしい
出来事が襲う……。嵐の夜、浜で火を焚き、近づく船を坐礁させ、その積荷を奪い取る――僻地
の貧しい漁村に伝わる、サバイバルのための異様な風習“お船様”が招いた、悪夢のような災厄
を描く、異色の長編小説。 

 

『 江戸漢詩の情景 』                      揖斐高【著】 

江戸の人びとにとって、漢詩文は、自らの存在を伝統的な美意識の世界に結びつけるもので
あると同時に、日々の暮らしにおけるさまざまな想い、悩み、人生の悲喜こもごもを記すた
めの身近な表現手段でもあった。具体的な作品を読み解きながら、人びとの感情や思考のあ
り方を広く掬い上げ、江戸文学の奥深い魅力へと迫る詩話集。 
 
 

 
『 英語の教養 』                        大井光隆【著】 
 
英語圏の文化的背景と歴史を知ることは、英語ネイティブとの会話、記事や文学についての深
い理解につながります。本書は、英米の歴史、英米の年中行事と祝日、様々な場面で引用され
るギリシャとローマの神話、聖書とキリスト教、シンデレラやユニコーン、魔女などの伝説と
民間伝承、生活やスポーツなどの文化、アリスやフランケンシュタイン、スーパーマンやター
ザンなど英米では誰もが知る文学や映画、漫画の登場人物、そして、動物や植物について、全
編を豊富な写真やイラストと一緒に解説していきます。英語の教養を広く、そして深く知るこ
とができる一冊です。 
 

 
『 自家製 文章読本 』                    井上ひさし【著】 
 
喋り慣れた日本語も、書くとなると話が違う。文章を上手に書くことができたら…。だが、
「話すように書け」と人は説くけれど、「話すように書け」ばいい文章が書けるのか。簡潔な
らばいい文章なのか。いや、そんな単純なものじゃない。文章術の極意は何処にありや。文
学史にのこる名作から現代の広告文までを縦横無尽に駆使して、従来の文章読本の常識を覆
す井上ひさし式文章作法。 


